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青森県イカナゴ資源回復計画の概要 

 
１ 資源回復計画の必要性 

青森県対象海域のイカナゴの漁獲量は、豊漁期であった昭和４０年から昭和５４年の平均

漁獲量５,４７９トンに対し、昭和５５年から平成６年には平均漁獲量４４６トンと長期低迷

期となった。平成７年には２,８１６トンを記録し、漁獲量回復のきざしを見せたが、平成  

１４年以降再び減少に転じ、平成１８年の漁獲量は２５３トンとなった。 
このため、これまでの自主的な資源管理措置も踏まえ、漁期の短縮、操業統数の制限を行

い、漁獲水準を安定させることによって、漁獲物の安定供給及び漁家経営の安定化を図る必

要がある。 
２ 対象地区及び漁法 

（１）対象地区 
青森県陸奥湾湾口周辺海域及び白糠・泊地区周辺海域 

（２）対象漁法 
光力利用敷網および小型定置網 

３ 資源回復計画の目標 

計画期間は平成１９年度～平成２３年度の５ヵ年とする。計画目標は、資源の減少傾向に

歯止めをかけ、過去３ヵ年（平成１６年～平成１８年）の平均漁獲量６００トンを維持する

こととする。 
４ 資源回復のために講じる措置 

（１）漁期の短縮 
漁獲努力量削減のため、漁期の短縮を行う。 

（２）操業統数の制限 
小型定置網の操業統数を現状以上に増加しない。 

５ その他 

 本計画は、資源回復措置の実施状況の把握及び資源動向調査の結果を踏まえ、資源回復措

置の評価を行うとともに、必要に応じて資源回復措置の見直しを行うこととする。 

0

2,000

4,000

6,000

8,000

10,000

12,000

14,000

40 42 44 46 48 50 52 54 56 58 60 62 1 3 5 7 9 11 13 15 17 19 21

漁
獲
量
（
ト
ン
）

その他の漁場

泊・白糠漁場

陸奥湾漁場

 
図 青森県におけるイカナゴ漁獲量の推移 




